
第3回 日本アレルギー学会東北地方会

講演プログラム・抄録集

会　長
宮城県立こども病院 アレルギー科

三浦　克志
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■教育講演１　　　　　　　１４：００ ～１４：３０
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日本アレルギー学会東北支部主催
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参加者へのご案内

１．開催形式

（１）会議システム Zoomを用いたWEB開催になります。

（２）会期：2022 年 1月 15 日（土）

（３）ライブ配信のみとなり、後日のオンデマンド配信はございません。

２．参加登録について

（１）参加費

（２）参加登録期間

2021 年 11 月 16 日（月）正午～ 2022 年 1月 14 日（金）15：00

※上記期間内に必ず登録をお願いいたします。

（３）参加登録方法

・学会ウェブサイトからのオンライン登録のみとなります。

・参加費のお支払いはクレジットカード決済のみご利用可能です。

・カード決済の完了をもって、参加登録が完了となります。

３．WEB視聴方法について

（１）各セッションは、WEB会議ツール「Zoom」を使用してライブ配信されます。

事前にインストールならびに機器のご準備が必要となります。

（２） ZoomはWindows、Mac に対応しております。サポートされている利用可能な機器（OSのバー

ジョン等）をご確認ください。メーカーサポート中のOS、最新のブラウザ以外では Zoomが正

常に作動しないことがありますのでご注意ください。詳細は Zoom公式ホームページ（https://

zoom.us/）をご覧ください。

（３） インターネットが安定して利用できる環境であれば、ご自身のパソコンを使用し、お好きな場

所からご参加いただけます。

・有線 LAN接続を強く推奨いたします。

・使用ブラウザはGoogle Chrome を推奨いたします。

（４）参加登録時に設定した IDとパスワードでWEB開催会場ページにログインしてご参加ください。

会　員 3,000 円

非会員 5,000 円

コメディカル 2,000 円

初期研修医 ・大学院生 ・学生 無料
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（５） WEB 視聴サイトの日程表から視聴したいセッションをお選びいただき、「視聴者用」ボタンか

らご入室ください。

セッションには開始５分前から入室いただけます。前のセッションの進行状況によっては開始

までお待ちいただく場合がございますが、そのままでお待ちください。

（６） ライブ配信セッションへの質問は、Zoomの Q&A機能を使用し、質問を書き込んでください。

マイクを使用しての質問はできません。

４．領収証・参加証について

（１） 領収証は参加登録の支払い完了後、参加登録システムのマイページにログインいただければ、

発行可能です。

（２）参加証は会期当日よりWEB視聴サイトからダウンロード可能です。

（３） 参加証・領収証のダウンロードは 2022 年 1月 31 日（月）までになります。期間を過ぎますと

ログインできなくなりますので、期間内に必ずダウンロードしてください。なお、紙媒体での

発行、郵送は出来かねます。

５．単位認定について

本会の参加により、以下の単位取得が可能です。

（１）日本アレルギー学会専門医 認定・単位更新

参加：5単位　

座長・講師：3単位　

発表・筆頭：3単位

（２）日本小児臨床アレルギー学会認定　小児アレルギーエデュケーター単位

参加：5単位

日本小児臨床アレルギー学会へ参加証をご提出ください

（３）宮城県栄養士会 生涯教育制度 

参加：自己研鑽 2単位

宮城県栄養士会へ参加証をご提出ください

　　

※単位認定方法についての詳細は各学会へお問い合わせください。
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座長・演者へのご案内

１．事前準備

（１）座長・演者は必ず、事前に参加登録を行ってください。

（２） セッションへはWEB会議ツール「Zoom」を使用してご参加いただきます。

事前にインストールならびに機器のご準備が必要となります。

（３） ZoomはWindows、Mac に対応しております。サポートされている利用可能な機器（OSのバー

ジョン等）をご確認ください。メーカーサポート中のOS、最新のブラウザ以外では Zoomが正

常に作動しないことがありますのでご注意ください。詳細は Zoom公式ホームページ（https://

zoom.us/）をご覧ください。なお、WEB参加の際は、処理能力の高い機器（CPU：Core i5 2.6GHz、

メモリー：8G）のご使用を推奨いたします。

（４） インターネットが安定して利用できる環境であれば、ご自身のパソコンを使用し、お好きな場

所からご参加いただけます。

・有線 LAN接続を強く推奨いたします。

・使用ブラウザはGoogle Chrome を推奨いたします。

・ 周辺雑音や他会話が聞こえることや電話がかかってきて中断することのない、発表やセッション

進行の支障のない場所を確保してご参加ください。

（５）スマートフォン、タブレットからのご参加はお控えください。

（６） PC 内蔵のマイク、スピーカーも使用可能ですが、ハウリングなど音声トラブルが発生しやすい

ため、WEB会議用のマイク、スピーカー、ヘッドセット（マイク付きヘッドフォンなど）のご

使用を強く推奨いたします。

（７） 一般演題の当日の発表は事前に音声入り動画ファイル（PowerPoint ファイルに音声を入れて

MP4動画ファイルに変換したファイル）をご提出いただき、当日は事務局が Zoom上で再生い

たします。

（８）発表動画の再生終了後の質疑応答は Zoom上にてライブで行っていただきます。

（９）教育講演は Zoomの「画面共有」にてライブでご講演ください。

２．当日の注意事項

（１）一般演題の発表時間は以下の通りです。

発表：7分　質疑応答：2分

（２）ビデオ（カメラ）、マイクが使用できるか確認して下さい。

（３）使用していないアプリケーションは完全に終了して下さい。

（４）ご自身の発言時以外は必ずマイクをミュートしてください。

（５） チャット機能は、座長・演者・主催者（ホスト）のみ使用できます。セッション中の連絡事項はチャッ

トにてお知らせいたします。一般の視聴者はチャットの内容を見ることはできません。
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３．座長の先生方へ

（１） ご担当セッション開始の 30 分前までに視聴サイト日程表ご担当セッションの「座長・演者用」

ボタンから入室して下さい。

（２）入室後にお名前を「氏名（漢字）」に修正して下さい。

（３）入室後、事務局担当者からビデオ（カメラ）、マイクの確認と進行の説明があります。

※この時点では「練習セッション」ですので、一般の視聴者の入室はありません。

（４） システム上で計時進行（タイムキープ）はできませんので、ご自身で時間を管理していただき、

時間内に終了するようにご協力ください。

（５）演者がマイクのミュート解除を忘れている場合、ミュート解除のお声がけをお願いいたします。

（６） 視聴者からの質問は、ZoomのQ&A機能を使用し、質問を書き込んでいただく形式となります。

書き込みされた質問から座長裁量にて質問を選択いただき、代わりに演者へ質問をお願いしま

す。

（７） 事務局担当者からの説明終了後は、ビデオ（カメラ）をオフ、マイクをミュートしてそのまま

お待ちください。

（８） 開始時間になりましたら、セッション開始のアナウンスが入ります。アナウンス後、ビデオ（カ

メラ）をオン、マイクのミュートを解除してセッションを進行して下さい。

４．演者の先生方へ

（１） ご担当セッション開始の 30 分前までに視聴サイト日程表ご担当セッションの「座長・演者用」

ボタンから入室して下さい。

（２）入室後にお名前を「氏名（漢字）」に修正して下さい。

（３）入室後、事務局担当者からビデオ（カメラ）、マイクの確認と進行の説明があります。

※この時点では「練習セッション」ですので、一般の視聴者の入室はありません。

（４） 事務局担当者からの説明終了後は、ビデオ（カメラ）をオフ、マイクをミュートしてそのまま

お待ちください。

（５） 発表順になりましたら座長から紹介がございますので、ビデオ（カメラ）をオン、マイクのミュー

トを解除して、演者挨拶を行ってください。

（６） 演者挨拶後、「スライドをお願いします」とお声がけください。事務局で発表スライド（発表動

画データ）を再生いたします。

（７）質疑応答は座長の進行に従って進めてください。

（８） システム上で計時進行（タイムキープ）はできませんので、ご自身で時間の管理をお願いいた

します。
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休憩

休憩

休憩

休憩

第3回 日本アレルギー学会
日程表（オンライン開催）

9:00 － 9:05　開会の辞　三浦　克志

9:05-9:50

一般演題Ⅰ　小児科・皮膚科
　座長：森川　みき、高橋　隼也

9:50-10:36

一般演題Ⅱ　内科1・基礎
　座長：長島　広相

10:36-11:12

一般演題Ⅲ　内科2
　座長：佐藤　一洋

11:20-11:50
会長企画教育セミナー　
医師の働き方改革と男女共同参画～日本アレルギー学会東北地方会に寄せて～
　座長：三浦　克志 　演者：黒澤　一 

12:00-12:45

ランチョンセミナー1
重症喘息における好酸球の役割と治療戦略
　座長： 杉浦　久敏　演者：高橋　浩一郎
　共催：アストラゼネカ株式会社

13:00-13:45

ランチョンセミナー2
アトピー性皮膚炎治療 up date ～ウパダシチニブへの期待と課題～
　座長： 三浦　克志　演者：井川　健
　共催：アッヴィ合同会社

14:00-14:30

教育講演Ⅰ　皮膚科　好中球と血管炎そしてベーチェット病
　座長：山﨑　研志　演者：川上　民裕

14:30-15:00

教育講演Ⅱ　小児科　食物アレルギー最近のトピックス 
　座長：森川　みき　演者：三浦　克志

15:00-15:30

教育講演Ⅲ　内科　好酸球の一生と疾患
　座長：中山　勝敏　演者：植木　重治

15:30-16:00

教育講演Ⅳ　耳鼻科　アレルギーと腸内細菌：抗原感作を中心に 
　座長：太田　伸男　演者：松原　篤
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＜ プログラム ＞



― 7 ―

プログラム
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＜ 抄　録　集 ＞
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一般演題 I　小児科・皮膚科　9：05～9：50
座長：森川小児科アレルギー科クリニック　森川　みき

東北大学病院皮膚科　　　　　　　　高橋　隼也

Ⅰ-1　 再発する咳嗽と無気肺に対しマクロライド系抗生剤が著効した２症例
～これも喘息？～
仙台医療センター小児科
〇渡邊　庸平，酒井　秀行，久間木　悟

今回我々は無気肺を伴う喘鳴により入退院や外来通院を繰り返し，マクロライド系抗生剤により症
状が軽快した２症例を経験した．その内の１例は，９回の入院歴があったがクラリスロマイシン開
始後は 1回だけとなった．両者とも明らかな基礎疾患の存在は否定的であったが，両者に共通する
のは無気肺や咳嗽出現時の好中球増多であった．これまで報告された好中球性喘息との比較とマク
ロライド系抗生剤の抗炎症作用について考察したい．

Ⅰ-2　マカダミアナッツオイル含有リップクリームを口唇塗布後に
　　　アナフィラキシーを呈した1例

宮城県立こども病院アレルギー科 1），みやぎ県南中核病院小児科 2）

〇宇根岡　慧，二瓶　真人 1,2），秋　はるか 1），堀野　智史 1），三浦　克志 1）

マカダミアナッツ摂取でアナフィラキシー（An）の既往がある 13 歳女児．マカダミアナッツオイ
ル含有リップクリームを塗布後，口唇腫脹，咳嗽，呼吸苦を認めAnを呈した．マカダミアナッツに
よる prick to prick test は陽性であり，リップクリームでのAnはマカダミアナッツが原因と診断し
た．マカダミアナッツアレルギー患者は化粧品等，マカダミアナッツオイル含有製品に注意する必
要がある．
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Ⅰ-3　ヤマイモ特異的 IgEと加熱ヤマイモによる症状誘発の検討
国立病院機構　盛岡医療センター 小児科 1），
子どもは未来もりおかこどもクリニック　小児科 2），
国立病院機構　盛岡医療センター　栄養部 3）

〇佐々木朋子 1），佐々木美香 1），米沢　俊一 2），村里　智子 3）

【目的】特異的 IgE が加熱ヤマイモによる症状誘発の予測として有用か検討した．【対象と方法】過
去４年間に加熱ヤマイモ経口負荷試験を行った 15 例（中央値４歳）を対象に後方視的に検討した．
【結果】特異的 IgE 陽性 15 例中，誘発症状を２例に認めた．陰性例に負荷試験後，除去解除したが
症状は出現していない．【考察】特異的抗体だけでは誘発症状の予測はできず，負荷試験で必要最
小限の除去を指導することが必要である .

Ⅰ-4　当科におけるアトピー性皮膚炎患者に対するデュピルマブ使用例の
　　　まとめ

東北大学　皮膚科
〇 天貝まゆ子，高橋　隼也，千葉　広夢，赤井　紗彩，遊佐　志乃，神林　由美，小澤　麻
紀，山﨑　研志

デュピルマブは抗 IL-4 受容体αサブユニットに対する抗体製剤で，他疾患に先駆けアトピー性皮
膚炎（AD）に保険適応となった．そこで当科でデュピルマブの投与を 16 週以上継続したAD患者
37例について，皮疹やそう痒への効果，副作用を調べた．投与開始から 16週時点で Eczema Area 
and Severity Index（EASI）が 75％以上改善したのは 64.9％（24/37）であった．副作用による中
止は 5.4％（2/37）にとどまり，デュピルマブのADに対する有効性，安全性があらためて示された．

Ⅰ-5　クロピドグレルによる湿疹型薬疹
東北医科薬科大学皮膚科
〇高橋　一夫，横山　華英，池田　高治，川上　民裕

82 歳男．20XX年 5月頃より下肢，臀部にそう痒性皮疹が出現 . 近医で加療するもそう痒増強 . 同
年10月初診．貨幣状湿疹と診断し加療するも徐々に増悪．逐次内臓悪性腫瘍の精査，金属貼付テスト，
皮膚病理学的検討する中で，TARCが 1年半の経過で 365 → 862 → 3132pg/mL と上昇，D-LST は
クロピドグリルで陽性（SI=2.9）．同剤の中止で皮疹そう痒共に軽快．湿疹型薬疹はまれであるが，
難治な慢性皮膚疾患をみた時には念頭に置くべきと考える．
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一般演題Ⅱ　内科1・基礎　9：50～10：36
座長：岩手医科大学内科学講座呼吸器内科分野　長島　広相　

Ⅱ-1　 COVID-19 ワクチン接種後に末梢血好酸球増多と間質性肺炎を
呈した一例
東北大学大学院医学系研究科 内科病態学講座 呼吸器内科学分野
〇 鈴木眞奈美，京極　自彦，藤野　直也，今野　周一，杉山　初美，突田　容子，相澤　洋之，
市川　朋宏，山田　充啓，小荒井　晃，玉田　　勉，杉浦　久敏

症例は 65歳男性．重症喘息で通院中，X-2 月に COVID-19（中等症 II）を発症し治療により軽快し
ていた．X月，初回COVID-19 ワクチン接種 3日後，呼吸困難を主訴に受診した．呼吸不全，末梢
血好酸球増加，両肺すりガラス陰影を認めプレドニゾロン（60 mg/ 日）を開始し速やかに改善した．
COVID-19 既往の重症喘息ではワクチンにより好酸球増多を伴う間質性肺炎を発症する可能性があ
り注意を要する．

Ⅱ-2　 好酸球性副鼻腔炎患者の末梢血より採取した樹状細胞とT細胞の
免疫学的特徴の解析
東北医科薬科大学薬学部病態生理学 1），東北医科薬科大学医学部耳鼻咽喉科 2），
東北医科薬科大学医学部医学教育推進センター 3）

〇宮坂　智充 1），川上　佳織 1），太田　伸男 2），増田（鈴木）　千愛 1），舘田　　豊 1），
　草野　佑典 2），東海林　史 2），北谷　　栞 2），中村　　豊 3），有川　智博 3），河野　　資 1），
　高柳　元明 1），高橋　知子 1），大野　　勲 3）

好酸球性副鼻腔炎（ECRS）の病態形成に関与する免疫細胞の特徴は解明されていない．本研究では，
末梢血中T細胞や樹状細胞のフェノタイプを解析した．ECRS患者は健常者と比較して，IL-4，IFN-γ，
Foxp3 のうち複数を発現するCD4+T 細胞や IL-4+CD8+T 細胞，Th2 指向性 PD-L1+ 樹状細胞の割
合が増加していた．これらの免疫学的変化は，ECRSの病態形成に関与している可能性が示唆された．
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Ⅱ-3　 好酸球性肺炎治療後に好酸球性蜂窩織炎を発症した HES と考えられる 
1 例
福島県立医科大学会津医療センター　感染症・呼吸器内科
〇久米　裕昭，冨田ひかる，福原　敦朗

68 歳男．抗生剤投与後に両側肺野にスリガラス状陰影と両側胸水が出現し急性呼吸不全となった．
末梢血好酸球数増多があり急性好酸球性肺炎と判断しステロイド療法を開始した．プレドニゾロン
漸減中に，好酸球性肺炎の再燃に続いて左前腕に発赤，腫脹が出現し皮膚生検で好酸球性蜂窩織炎
と診断した．この症例は，アトピー体質があり，好酸球性肺炎，好酸球性蜂窩織炎を連続性に生じ
る稀な経過をたどった HES と考えられる．

Ⅱ-4　大学生のアレルギー疾患の推移　―過去10年間の健康調査から―
弘前脳卒中・リハビリテーションセンター /内科 1），弘前大学保健管理センター 2），
弘前大学医学部附属病院 /呼吸器内科 3）

〇髙梨　信吾 1,2,3），工藤　誓子 2），嘉山　　恵 2），糸賀　正道 3）

2011 年より 10年間 13831 名の大学生を対象に，健康調査票からアレルギー疾患の有症率を検討し
た．気管支喘息：男性 2.6-3.9%，女性 1.5-3.3％，変動なし．既往者の約 80％は寛解．アレルギー
性鼻炎：男性 40.7-48.5％，女性 33.0-39.7％で変動なく約 15% が寛解．アトピー性皮膚炎：男
性 6.7-13.7％，女性 6.0-11.4％で変動なく約 50％は寛解．食物アレルギー：男性 3.4-9.4％，女性
4.0-7.1％で増加傾向．30-40％は寛解．
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一般演題Ⅲ　内科2　10：36～ 11：12
座長：秋田大学大学院医学系研究科 呼吸器内科学講座　佐藤　一洋

Ⅲ-1　メポリズマブにて良好なコントロールが得られた重症喘息の1例
弘前大学医学部附属病院　呼吸器内科・感染症科 1），弘前大学医学部附属病院　検査部 2）

〇糸賀　正道 1,2），田辺　千織 1），小田切　遥 1），福島　高志 1），鈴木　幸雄 1），
　土橋　雅樹 1），石岡　佳子 1），牧口　友紀 1），田中　寿志 1），當麻　景章 1），田坂　定智 1）

57 歳女性．喘息発症は 28歳頃であった．30歳時に当科受診され，吸入療法・経口ステロイドにて
加療開始．36歳時に好酸球性中耳炎を発症し，喘息コントロール不良となった．好酸球高値であり
51歳時よりメポリズマブ開始し，症状は改善し経口ステロイドを漸減できた．その後ベンラリズマブ・
デュピルマブに変更するも，症状悪化がありメポリズマブに戻した．生物学的製剤の選択は，症例
毎に十分検討する必要がある．

Ⅲ-2　 難治性喘息に合併した慢性好酸球性肺炎にベンラリズマブが奏功
した症例
福島県立医科大学呼吸器内科学講座
〇力丸　真美，斎藤　純平，福原　敦朗，二階堂雄文，鈴木　康仁，谷野　功典，
　柴田　陽光

48 歳女性．喘息で加療中，X-4 年に好酸球性肺炎を発症しプレドニゾロン（PSL）30mg/ 日による
加療を開始したが，漸減し 5mg/ 日以下になると好酸球性肺炎の再燃を繰り返した．その後喘息急
性増悪で入院した．難治性喘息と診断しX-2 年よりベンラリズマブ投与を開始したところ，症状や
画像所見も改善し PSL も中止することができた．喘息に合併した慢性好酸球性肺炎にもベンラリズ
マブが奏功した症例と考えられた．
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Ⅲ-3　 喘息症状に伴うストレスが誘因となった過緊張による発赤・呼吸苦
が麻酔薬アレルギーと診断された一例
岩手医科大学医学部医学部呼吸器内科 1），岩手県立中部病院呼吸器内科 2），
岩手県立中央病院呼吸器内科 3）

〇 菅井　万優 1），長島　広相 1），大浦慎之助 1），松本　あみ 1），堀井　洋祐 2），伊藤　貴司 1），
千葉　亮祐 3），内海　　裕 1），前門戸　任 1）

33 歳女性．齲歯治療に使用した麻酔薬で発疹，呼吸困難が出現し麻酔薬アレルギーが疑われた．当
科で使用した吸入薬でも同様の症状が出現．症状出現までの時間が短いことから過緊張による症状
と判断．普段から咳嗽，呼吸困難がありストレスとなっていた．喘息治療介入により麻酔薬は使用
可能となり，喘息症状によるストレスが今回の症状の誘因となっていると考えられた．示唆に富む
症例と思われ若干の文献的考察を加えて報告する．

Ⅲ-4　吸入指導依頼票を用いた吸入指導の検討
山形大学医学部附属病院　第一内科
〇 佐藤　建人，花輪　翁有，宮崎　　収，石橋　　悠，邨野　浩義，峯岸　幸博，佐藤　正道，
根本　貴子，西脇　道子，山内　啓子，五十嵐　朗，井上　純人，渡辺　昌文

吸入療法は気管支喘息やCOPDの治療に重要である．吸入手技のエラーはコントロール不良の一因
となるため，適切な手技の習得が求められる．当院では吸入指導依頼票を用いることで，調剤薬局
との情報共有，吸入手技の指導の一元化をはかっている．この試みを通して吸入治療における注意
点について検討した．吸入薬を新規導入した高齢者では，「息吐き」や「息止め」の評価が低く，こ
のことを念頭に置いた指導が必要と考えられた．
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協賛企業

共　催
アストラゼネカ株式会社

アッヴィ合同会社

広　告
アッヴィ合同会社

ヴィアトリス製薬株式会社

エーザイ株式会社

杏林製薬株式会社

チェスト株式会社

日本ベーリンガーインゲルハイム株式会社

ノバルティスファーマ株式会社

株式会社フィリップス・ジャパン

マルホ株式会社

　　　　　　　　　　　　（50音順）
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効能又は効果､用法及び用量､禁忌を含む使用上の注意等につきましては添付文書をご参照ください｡

2021年6月作成
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作成年月：2021.6

効能又は効果、用法及び用量、禁忌を含む使用上の
注意等については添付文書をご参照ください。

プロモーション提携

東京都文京区本駒込2丁目28-8
〈文献請求先及び問い合わせ先：医薬品情報サービス室〉

東京都千代田区神田駿河台四丁目6番地
〈文献請求先及び問い合わせ先：くすり情報センター〉

発売元

東京都港区南青山1-２４-３

製造販売元
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https://www.maruho.co.jp/
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